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写経会 毎月（１月２月を除く）第２日曜 時間午後１時～随時（１６時終了）都合付く時間にできます。 

●写経（般若心経）を始めませんか！ 

期日 毎月第二日曜日（１月２月はお休み） 

時間 午後１時～随時（午後４時終了） 

参加予約不要  イス用意あり 筆ペンも可 

参加費 納経料３００円 

＊筆、硯、墨等の準備はありますが、使い慣れたもの

を持参していただいても結構です。写経台紙（手本）、

写経用紙はこちらでご用意いたします。 

＊時間内のいつでも写経できます。（１時間位） 

3/14（日）、4/11（日）、5/9（日）、6/13（日） 

□
新
年
役
員
会
開
催 

 
一
月
二
十
四
日
午
前
十
一
時
よ
り
、

新
年
役
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
住
職

挨
拶
、
総
代
佐
久
間
清
氏
挨
拶
、
退
任
、

新
任
役
員
紹
介
、
平
成
二
十
一
年
度
行

事
報
告
、
二
十
二
年
度
行
事
予
定
、
駐

車
場
増
設
報
告
、
平
成
二
十
五
年
に
行

わ
れ
る
授
戒
会
に
つ
い
て
、
永
平
寺
修

行
中
の
二
男
近
況
、
三
男
の
修
行
に
つ

い
て
等
報
告
し
、
そ
の
後
、
総
代
榎
本

善
一
氏
の
乾
杯
で
懇
親
会
に
う
つ
り
ま

し
た
。 

 

退
任 

小
舟
戸 

高
橋
雅
男
氏 

 

新
任 

二
葉
町 

池
田
誠
一
氏 

 
 
 
 

若
松
町 

上
野 

全
氏 

 
 
 
 

小
舟
戸 

高
橋
茂
男
氏 

 
 
 
 

東
本
町 

高
橋
秀
毅
氏 

 
 

 

そ
れ
ぞ
れ
退
任
、
新
任
の
報
告
と
新

任
者
に
は
委
嘱
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
高
橋
雅
男
氏
に
は
誠
に
有
り
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
慰
労
申
し
上
げ
ま

す
。
新
任
四
氏
に
は
こ
れ
か
ら
広
厳
寺

護
持
に
尽
力
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

昭
和
三
十
八
年
の
大
授
戒
会
の
戒
師

（
教
え
導
く
人
）
は
、
永
平
寺
七
十
三

世
熊
沢
泰
禅
大
禅
師
猊
下
で
し
た
。 

         

こ
の
度
は
、
現
永
平
寺
の
南
澤
道
人

副
貫
首
猊
下
（
十
九
世
晋
山
結
制
式
、

平
成
十
二
年
に
西
堂
助
化
師
と
し
て
お

出
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
当
時
は

永
平
寺
監
院
職
で
あ
り
ま
し
た
。）
に
戒

師
を
お
勤
め
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
大
授
戒
会
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
だ
三
年
後

で
す
が
、
ぜ
ひ
多
く
の
方
々
に
ご
参
加

し
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
乗
雲
誌
上

で
こ
の
大
法
要
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

を
し
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

▼
授
戒
会
に
つ
い
て
（
１
） 

 

お
釈
迦
さ
ま
は
私
た
ち
に
、
人
生
を

送
る
上
で
の
道
し
る
べ
、
す
な
わ
ち
「
戒

（
か
い
）
」
を
お
示
し
く
だ
さ
れ
ま
し

た
。
「
授
戒
会
（
じ
ゅ
か
い
え
）
」
は
そ

の
「
戒
（
か
い
）
」
を
授
か
り
、
「
仏
の

道
を
歩
む
生
活
習
慣
」
を
身
に
付
け
て

い
た
だ
く
法
会
で
す
。
平
成
二
十
五
年

に
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

年
は
先
住
十
八
世
洞
光
大
和
尚
の
七
回

忌
、
翌
二
十
六
年
が
開
山
海
應
寿
山
大

和
尚
（
本
寺
耕
雲
寺
十
六
世
）
の
四
百

回
忌
に
あ
た
り
ま
す
の
で
、
こ
の
ご
縁

に
報
恩
の
授
戒
会
を
と
発
願
し
た
次
第

で
す
。
檀
信
徒
は
も
と
よ
り
、
近
隣
寺

院
の
有
縁
の
方
々
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
四
泊
五
日
に
わ
た
っ
て
行
い
ま

す
。
参
加
者
の
皆
様
に
は
五
日
間
、
礼

拝
（
ら
い
は
い
）
、
聞
法
（
も
ん
ぽ
う
）
、

坐
禅
、
食
事
な
ど
の
修
行
の
実
践
を
重

ね
て
、
仏
さ
ま
か
ら
伝
わ
る
「
戒
」
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

昭
和
三
十
八
年
六
月
二
十
七
日
〜
七

月
一
日
に
先
住
の
晋
山
結
制
式
に
併
せ

て
行
わ
れ
て
以
来
で
す
の
で
平
成
二
十

五
年
に
は
五
十
年
ぶ
り
と
な
る
授
戒
会

で
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
参
加
し
て
い 

永平７８世宮崎禅師写経 

 

永平寺７３世熊沢泰禅禅師 

昭和３８年６月授戒会 


